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⾮磁性カゴメ⾦属に隠された「磁性」 

―原⼦スケールでループを描く新奇電流状態― 
 

概要 
京都⼤学⼤学院理学研究科の浅場智也 特定准教授、清末俊紀 同修⼠課程学⽣（2023 年３⽉卒業）、末次祥

⼤ 同助教、笠原裕⼀ 同准教授、幸坂祐⽣ 同教授、松⽥祐司 同教授、東京⼤学⼤学院新領域創成科学研究科
の⼤⻄朝登 博⼠課程学⽣、影⼭遥⼀ 同博⼠課程学⽣、橋本顕⼀郎 同准教授、芝内孝禎 同教授、名古屋⼤学
⼤学院理学研究科の⽥財⾥奈 特任助教（現京都⼤学）、紺⾕浩 同教授らの研究グループは、中国・南京⼤学
および⽶国・カリフォルニア⼤学サンタバーバラ校と共同で、カゴメ（籠⽬）状の格⼦をもつ⾦属においてル
ープ電流状態が実現している熱⼒学的証拠を発⾒しました。ループ電流状態は、物質中に⾃発的に原⼦スケー
ルで渦状の電流が流れる特異な状態ですが、その熱⼒学的な証拠はこれまで⾒つかっていませんでした。 
 本研究成果は、2024 年 1 ⽉ 4 ⽇ 10:00（現地時間）に英国科学誌「



 
 

１．背景 
 磁⽯の存在は紀元前から知られていましたが、その起源は 20 世紀に量⼦⼒学が登場するまで⻑い間、謎に
包まれていました。現代物理学によれば、物質中の電⼦は電荷をもち電流を運ぶだけでなく、スピンと呼ばれ



 
 

 さらに、これらの結果は、カゴメ格⼦⾯内で微⼩なループ電流状態が⽣じていると考えるとうまく説明され
ることが理論的にも明らかになりました。 

 
３．波及効果、今後の予定 
 今回の成果は、物質中でループ電流状態が実現している初めての熱⼒学的証拠を提供するものです。ループ
電流状態は、スピンに依存せずに磁性が発現する新奇メカニズムとして⻑らく考えられてきた特異な状態が現
実に存在することを解明したものであり、新奇物性を探索する⾮常に興味深い可能性が広がっています。さら
に、今回の発⾒は、超⾼感度の磁気トルク測定および弾性抵抗測定により、ループ電流状態のような⾮常に⼩
さな磁性をもつ状態が検出できることを⽰しています。この実験⼿法を異なる種類の物質に適⽤することで、
物性物理学の未解決問題に対する新たなアプローチが開かれることが期待されます。 
 



 
 

6. 弾性抵抗測定 
物質の伸び縮みによる抵抗値の変化を測定する⽅法。 偶パリティの秩序変数にのみ敏感であり、秩序変数の
パリティを判別できる。 
 
＜研究者のコメント＞ 
本研究で測定した CsV3Sb5 は世界的に注⽬されている物質で、さまざまな実験や理論提案がなされています。
今回発⾒されたループ電流は、理論的には存在が予測されていたものの⾒つかっていなかった新しい状態で、
従来の磁⽯とは異なり原⼦スケールの電流が極⼩の磁⽯を形成する、奇妙な状態です。こういった新現象の発
⾒に⽴ち会う瞬間は、研究をしていてもっとも興奮する時間の⼀つといえるでしょう。 
 
＜論⽂タイトルと著者＞ 
タイトル：Evidence for an odd-parity nematic phase above the charge density wave transition in a kagome 

metal（カゴメ⾦属の電荷密度波転移より⾼温での奇パリティネマティック相の証拠） 
著  者：Tomoya Asaba,  Asato Onishi ,  Yoichi Kageyama,  Toshiki Kiyosue,  Kenichi Ohtsuka,  Shota 

Suetsugu, Yuhki Kohsaka,  Tobi Gaggl, Yuichi Kasahara,  Hinako Murayama, Kenichiro 
Hashimoto,  Rina Tazai,  Hiroshi Kontani, Brenden Ortiz,  Stephen Wilson,  Qing Li,  Hai-Hu 
Wen, Takasada Shibauchi and Yuji Matsuda 

掲 載 誌：Nature Physics DOI：10.1038/s41567-023-02272-4 

 
 


